
 

【教育目標】小樽の未来をつくる 北陵生の育成 【重点】「未来につながる力を育てる」～小中一貫教育の推進～ 
 

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）について 
 

 

本校は，学校運営協議会制度を導入し，コミュニ

ティ・スクールとなって今年で４年目となります。

この制度は，学校と地域が力を合わせて学校の運営

に取り組む「地域とともにある学校づくり」への転

換を図るための有効な仕組みです。子どもや学校の

抱える課題の解決のためには，社会総がかりでの教

育の実現が不可欠です。年４回の学校運営協議会を

通して，地域の声を学校運営に積極的に生かし，地

域と一体となって特色ある学校づくりを進めます。 

第１回 学校運営協議会の中で頂いたご意見等 4 月 18 日開催 
 

 

【学校長より】学校経営方針の説明 

○９年間の小中一貫教育が、本校の具体的実践のすべての土台になっている。 

○「和を以て貴しとなす」を合言葉に、学校経営の方針を教職員にも説明している。小学校・保護者・  

 地域との連携の中で、子ども一人ひとりに 33SKILL を育みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議事項や主なご意見など】 

●１年生の受け入れについて 

⇒学習、生活共に落ち着いたスタートを切っている。数学の習熟度別学習では、小学校１～２年の基礎 

 的な学習内容を振り返るなど、手宮中央小と高島小のそれぞれの学習状況に配慮している。 

●コロナ禍の影響について 

⇒放課後活動を４月から再開。北陵学習室も実施している。授業では体育や家庭科などに影響があっ

たが、授業参観を再開するなど、日常の学校生活を少しずつ回復していきながら、学校運営している。 

●スクールカウンセラーや不登校など 

⇒事前に予約を受け、カウンセリングを行い、教職員と情報を共有しながら指導している。不登校に

ついては、学校課題して取り組み、ICT を活用したサポートなど、支援を一層強化する。 
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コミュニティ・スクールの主な３つの機能 

▼ 校長が作成する学校運営の基本方針を 

承認する。 

▼ 学校運営について，教育委員会または 

校長に意見を述べることができる。 

▼ 教職員の任用に関して，教育委員会規 

則に定める事項について，教育委員会 

に意見を述べることができる。 

 

番 職名 氏名 役職 就任日 

1 会長 遠藤友紀雄 元北陵中学校評議員 R3.4.1 再任 

2 副会長 荒谷しげ子 手宮連合町会長 R3.4.1 再任 

3 委員 佐藤 健一 清水町副会長 R3.4.1 再任 

4 委員 北川 和子 民生主任児童委員 R3.4.1 再任 

5 委員 小山 知子 ケアハウスはる施設長 R3.4.1 再任 

6 委員 村岡  亘 PTA 会長 R3.4.1 再任 

7 委員 末  友美 PTA 副会長 R3.4.1 再任 

8 委員 横澤 里美 PTA 副会長 R3.4.1 再任 

9 委員 岡本 清豪 校長 R3.4.1 再任 

10 委員 庄司 真人 教頭 R3.4.1 再任 

11 委員 齊藤 敏弘 主幹教諭 R3.4.1 再任 

  美野本明美 民生児童委員 ご退任 

令和４年度 学校運営協議会 委員名簿 

 


